きました。 

うまやの 角 をす ぎて、 お 花畑から、 麦畑へ あがる 草 

の 土手の 上で、 虫 を ふせました。 

とってみ ると、 かぶと 虫でした。 

「ああ、 かぶと 虫 だ。 かぶと 虫と つた ご 

と、 小さい 太郎 はいいました。 けれど、 だれも、 な 

きょうだ い 

ん ともこた えません でした。 小さい 太郎 は、 兄弟が 

なくて ひとりぼっちだった からです。 ひとりぼっちと 

いう こと は、 こんなと き、 たいへんつ まらない と 思い 

ま ^9 

小さい 太郎 は、 縁側に もどって きました。 そしてお 



「ちょっと わけが あってな、 三 河の 親類へ きのう、 あ 

ずけ..， こだが な。 I 

「ふ ゥんご 

と、 小さい 太郎 は、 聞こえる か 聞こえない くらいに 

鼻の 中で いいました。 なんという ことでしょう。 なか 

のよ かった 恭ー 君が、 海の むこうの 三 河の ある 村に、 

もらわれて しまったと いうので す。 

「そいで、 もう、 もどつ てきや しん？」 

と、 せきこんで 小さい 太郎 はきき ました。 

「そや、 また、 いっかくる だら あずに ご 

「いつ？」 



「ぼん や 正月に や、 くる だら あずに なご 

「ほんと だね おばさん、 ぼんと 正月に や もどって くる 

ね ご 

小さい 太郎 は、 望み をう しないませんでした。 ぼん 

きょ ういち 

に はまた、 恭ー 君と 遊べる のです。 正月に も。 

かぶと 虫 を 持った 小さい 太郎 は、 こんど は 細い 坂道 

をの ぼって、 大きい 通りの 方へ 出て いきました。 

車大工 さんの 家 は、 大きい 通りに そって ありました _ 



そこの 家の 安雄さん は、 もう 青年 学校に いってい るよ 

うな 大きい 人です。 けれど、 いつも、 小さい 太郎 たち 

のよ い 友 だち でした。 じんとり を するとき でも、 かく 

れんぼ を するとき でも、 いっしょに 遊ぶ のです。 安雄 

そんけい 

さん は 小さい 友 だち から、 とくべつに 尊敬され てい ま 

した。 それ は、 どんな 木の葉、 草の葉で も、 安雄さん 

の 手で くるくると まかれ、 安雄さん の くちびる にあて 

ると、 ピィと 鳴る ことができた からです。 また 安雄 さ 

んは、 どんなつ まらない もので も、 ちょっと 細工 をし 

て、 おもしろい おもちゃに する ことができ たからです- 

車大工 さんの 家に 近づく につれ て、 小さい 太郎の i 



と、 おじさんが ぶつく さいい ました。 安雄さん は、 

刃のと ぎ 方 をお じさんに おそわ つ ている らしい のです _ 

顔 を まっかに して 一生 けんめい にやって います。 それ 

で、 小さい 太 郎の方 を、 いつまで 待っても 見て くれ ま 

せん。 

とうとう、 小さい 太郎 はし びれ をき らして、 

「安さん、 安さん ご 

と、 小さい 声で よびました。 安雄さん にだけ 聞こえ 

れば よかった のです。 

しかし、 こんなせ まいと ころで は、 そういう わけに 

はいきません。 おじさんが 聞き とがめました。 おじさ 
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